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Day3：公民館のミライ図を提案しよう
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角野仁美
Kakuno Hitomi

-岐阜県可児市出身
-新潟大学教育学部社会教育専攻卒 (社会教育主事資格取得)

-NPO法人みらいずworks 理事・スタッフ
-新潟市社会教育委員(2019年度〜）

-趣味:1人旅＆ローカル公民館探し

自己紹介
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わたしと公民館





小・中・高校の探究学習
のデザイン・運営支援

コミュニティ・スクール等
地域と学校の協働支援

ファシリテーション授業
教員研修など



地域の茶の間×高校生

福祉施設×中学生

公民館×探究授業(高校)：連携体制づくり

高校生・大学生・大人のマイプロジェクト
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公民館のミライ図を描くに当たり…

わたしが「今」感じていること

①社会の在りようが変化している
-どう社会を捉えるか？

②これからの公民館を考える上での

キーワードはジェネレート?

-もっと協働したい！「趣味」に終わらせたくない
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※嘉村賢州さんの講演をベースに角野作成

メタファーは「生命体」



「社会教育は社会の地下水脈」
- 鈴木健次郎（寺中作雄の右腕）

・より良い社会の在り様を問い,
手触り感を持って創っていく営み
・人が生きていく上での土台づくり

拡大社会(工業パラダイム)
⇓

縮小社会(生命パラダイム）

・1人ひとりの内側の”イキイキさ”
や持っている力や願いが輝く
地域・コミュニティ・社会へ

であるならば,公民館はどんな場であると良いのだろう

・人間のイキイキさを引き出す／育む場
・自分たちの手で ”より良い社会”を創り出していく場
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市川力＋井庭崇「ジェネレーター 学びと活動の生成」2022,p44



・まず「わたし」が面白がる
・自分で、やりたくなる
・内側からワクワクした気持ちが湧いてくる

・エネルギー同士がぶつかりあう・共鳴するから
新しいアイデアや動きがうまれる

”民主主義とは、1人ひとりが実験していける社会”

=創造的民主主義（クリエイティブ・デモクラシー）
by Jデューイ

“喜怒哀楽がある、人間味の溢れる公民館”

by 公民館のしあさって

公民館職員もジェネレーターに？！



熱量＆ワクワクの伝播・共鳴 「協働」をつくる？！
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最後に

• What’s alive in us?

わたしたちの内面で何が息づいている・生き生きしているか？

• What can we do to make life more wonderful?

人生をよりすばらしいものにするために何ができるのか？
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